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練馬板橋ベーコマの会

やっど″麻たジtぶ烙″″′ぎ力★
新星誕生 :小学二年渡辺君、準優勝で見事に小学生ベー王獲得
梅雨時にぽつかりと晴れ間がのぞいた7月 12日 、晴れ男

(女 ?)はダーレだ。今回で三期 日となった「ベー王戦」、午

前中から加工に燃える姿が日についた今回の例会。どうやら

みんな工夫の大切さがわかつてきたのかな、俄然おもしろく

なってきた。小学生 2ブ ロック、おとな 2ブ ロックに分かれ

た予選 リーグ、体調不良が続く初代覇王は元気が無い。前回

同様の予選落ち、強い中屯『をみんな待っているゾー。さて、

予選 トップ通過は小学生組加藤君、渡辺君、おとな組中島顧

間、田口さんの4名 、いずれも強者だ。決勝Aブ ロックは、

会長とまみぃを破った田口さんが難なく決勝戦に進出。予選

でも田口さんに負けた会長、連敗とは何だ、しつかりしろヨ

ー。それに比べBブ ロックは大変だ。まず黒田兄妹対決を妹

が制し、大竹対松崎のNIB名 人対決は初代名人が雪辱を果

たすなどその序章が続く。久々の勝利に笑みを隠せない大竹、

今回はもしかしたらと皮算用 ?そんな大竹さんを弱冠 7歳小

学 2年の渡辺君が木つ端微塵に吹っ飛ばす。会場は割れんば

かりの歓声だ。渡辺君はさらにその勢いで、連覇をねらう中

島顧間をも床の外へと弾き飛ばす。「ウオーッ !」 みんな信 じ

られないといった表情で喝采する。ついでに田口さんもやつ

つけろ、全員を敵に回して硬い表情の田口さん。でもここか

らがベテランの強さだ。決勝二番勝負をス トレー ト勝ち。余

裕の笑みがお となの風格だ。おめで とう田口さん、渡辺君。それにしてもみんな強 くなった。

冠王の篠本君、予選 トップ通過の加藤君、加工の篠田君、お となに混 じつて奮闘する中島君、

ラ星のごとく新星が誕生 してきた。次回、覇王戦を制するのはいったい誰だろ う。

欄聾mf刈屁

田口さん(東久留米在住)、 渡辺君 (4ヽ学2年 )

…

た道具で丁寧に塗つていく。仕上げはЮO円 マニキュアでピカピカに。

3彊 藝 000あ一、オレもこんなの作りて工。
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